
 

 

 

 

＜熱中症に注意しよう＞ 

 ６月に入り、気温が上がる日も多くなり、いよいよ本格的な暑さがやってくる時期 

になりました。学校生活や家庭での生活の中でも、熱中症に十分に注意して生活を送 

ってほしいと思います。今回は熱中症についてと暑さ指数について記載していきます。 

 熱中症とは、高温な環境下で、発汗による体温調節等がうまく働かなくなり、体内に熱がこもることによっ

て様々な症状がみられる状態を指します。熱中症になると以下のような症状が現れます。応急処置をしても症

状が改善されない場合は、迷わず医療機関を受診しましょう。 

【初期症状】 

・めまい  ・立ちくらみ  ・生あくび  ・大量の発汗  ・筋肉痛  ・筋肉のこむら返り  など 

 ↓症状がすすむと… 

・頭痛   ・嘔吐   ・倦怠感   ・判断力低下   ・集中力低下   ・虚脱感    など 

※自力で水が飲めない、意識がない場合は極めて危険な状態のため、すぐに救急車を呼ぶ必要があります。 

引用元：厚生労働省「熱中症予防のための情報・資料サイト」 

 

 暑さ指数（WBGT）は、熱中症を予防することを目的として 1954 年にアメリカで提案されました。人体

と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指数で、人体の熱収支に与える影響の大きい ①湿度、②日射・

輻射など周辺の熱環境、③気温の３つを取り入れた指数のことを暑さ指数（WBGT）と呼びます。 

日常生活に関する指針 

WBGT 
注意すべき 

生活活動の目安 
注意事項 

危険 

（31以上） すべての生活活動で 

おこる危険性 

高齢者においては安静状態でも発生する危険性が大きい。 

外出はなるべく避け、涼しい室内に移動する。 

厳重警戒 

（25以上 31未満） 
外出時は炎天下を避け、室内では室温の上昇に注意する。 

警戒 

（25以上 28未満） 

中等度以上の生活活動 

でおこる危険性 

運動や激しい作業をする際は定期的に充分に休憩を取り 

入れる。 

注意 

（25未満） 

強い生活活動でおこる 

危険性 

一般に危険性は少ないが激しい運動や重労働時には発生 

する危険性がある。 

引用元：日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針 Ver.4」 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和８年６月１１日（木） 

西東京市立田無第四中学校 

生活指導部 安全指導係 

＜落とし物のお知らせ＞ 落とし物ロッカーの場所 ： 一階 校長室前 

1か月程度で処分になりますので、定期的に確認するようにしてください。現在は、

ハンカチ、シャーペン、消しゴム、タオル、ペンケース、キーホルダー、メガネ 

ケース、パーカー、時計、水筒を保管しています。心当たりのある人は、担任もしく

は職員室にいる先生に申し出てください。 



＜交通事故に注意しよう＞ 

４月の安全指導だよりでも、中学生による自転車乗用中の交通事故の割合が高くなっていることをお伝えし

ました。2026年 4月 1日からは、交通反則通告制度（青切符）が導入され、16歳以上の自転車の運転者が

交通違反をした場合は、指導警告や取締りが行われるようになっています。交通事故防止のためにも、改めて

自転車のルールを確認しておきましょう。 


